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研究成果概要 

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、海面気圧、海

上風ベクトルを駆動力とした全球の順圧海洋モデル(Inazu et al., 2012)を用いて全球の速度

場を計算し、海底圧力計に含まれる海洋起源の非潮汐成分を計算した。本研究では、海底圧

力計に含まれる地殻変動（SSE）成分と海洋起源成分（潮汐＋非潮汐）を分離することで、地

殻変動成分を精度よく推定することを目的としている。分離するための手法として、(i) 順圧海

洋モデルの計算結果から得られる非潮汐成分を除去する、(ii)海底圧力の観測点間の差分を

とる、が提案されている。特に(ii)の手法では、観測点間の海洋起源成分を共通として仮定し

差分を計算するが、しばしばその仮定が問題視されてきた。本研究では、ニュージーランドヒク

ランギ沖に設置された全ての海底圧力計の記録の相関を計算し、等水深方向に海底圧力の

類似性が存在することを示した(Inoue et al., 2021)。また、Inazu et al. (2012)の海洋モデルを用

いても同様の傾向が見られた。今後は、相対変動を用いた統計的な地殻変動検出手法の開

発を行う。 
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